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⽪膚・粘膜曝露全国サーベイランス参加医療機関数と
曝露報告件数の推移
（2004~2010年）
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⽪膚・粘膜曝露報告者の職種
2004~2010年（n=2328）
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曝露した⾎液・体液の内訳
2004~2010年（複数報告：n=2473）
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曝露部位（複数報告）
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曝露時着用の防護用具
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⽪膚・粘膜曝露による感染事例
• ⼥性外科医、⼿術助⼿中にC型肝炎に

感染後、⺟⼦感染
（2004年5⽉30⽇ ⽇本経済新聞）

⼤阪府の病院で2002年6⽉HCV感染乳
がん患者の⼿術で助⼿を務めた際、患者
⾎液の⾶沫が⽬に⼊った20代の⼥性外
科医がC型肝炎ウイルスに感染し、翌年出
産した⾚ちゃんへの⺟⼦感染も確認された
ことがわかった



助産師の分娩介助時における
⾎液・体液曝露に関する調査



調査の背景
• 分娩介助は⾎液や⽺⽔などの体液が分娩介助者に

⾶散し、分娩介助者が⾎液・体液に曝露するリスクが
⾼い。

• ⾎液媒介病原体曝露のハイリスクユニットとして分娩
介助時は⼿袋、マスク、アイプロテクション、ガウン等の
個⼈防護⽤具（PPE）を着⽤することが望ましいが、
⽇本では分娩介助時のPPE使⽤に関する⼗分な調査
されておらず、その現状は明らかになっていない。



⽬的

• ⾎液・体液への曝露の危険が⾼い助産師の個⼈防護
具（PPE）使⽤に関する意識と分娩介助時の実践
状況を明らかにする。



対象と⽅法
• 対象：千葉県に登録された医療施設のうち、分娩を

取り扱っている病院33施設、診療所75施設、助産所
21施設に勤務する助産師

• ⽅法：無記名による⾃記式質問紙調査
調査期間：平成22年11⽉〜12⽉
調査紙回収率：28.2％（210/745）



対象属性

年齢（n=210）
20歳代 43(20.7%) 
30歳代 73(35.1%) 
40歳代 54(26.0%) 
50歳代 29(13.9%) 

60歳代以上 9(4.3%) 
無回答 2(1.0%) 

勤務する施設の種類（n=210）
総合病院 125(59.5%) 

産婦⼈科単科の病院 20(9.5%) 
診療所 56(26.7%) 
助産所 6(2.9%) 
その他 3(1.4%) 

助産師経験年数（n=210）
1〜10年 88(46.9%) 

11〜20年 65(31.1%) 
21〜30年 32(15.3%) 
31〜40年 11(5.3%) 
41年以上 3(1.4%) 

無回答 1(0.5%)



PPE使⽤に関する意識 分娩介助時のPPE使⽤状況
粘膜・傷のある⽪膚に触る時は、⼿袋を
着⽤は必要か

分娩介助の際は、⼿袋を着⽤しているか

⾎液・体液の⾶散が予想される時は、⼝
や⿐を守るためにマスクを着⽤は必要か

分娩介助の際は、⼝や⿐を守るためにマスクを
着⽤しているか

⾎液・体液の⾶散が予想される時は、⽬
を保護するためのアイプロテクションを使⽤
は必要か

分娩介助の際は、⽬を保護するためのアイプロ
テクションを使⽤しているか

⾎液・体液の⾶散が予想される時は、ガ
ウンの着⽤は必要か

分娩介助の際は、ガウンを着⽤しているか

PPE使⽤の意識と分娩介助時の実践



PPE使⽤の意識と実践のギャップ
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PPEに対する意識と実践
医療機関規模による⽐較

病院1

（n=145）
病院以外2

（n=65） p値*

PPE使⽤に
対する意識

⼿袋着⽤ 95.9% 93.8% NS+

マスク着⽤ 94.5% 80.0% p<0.05
アイプロテクション着
⽤ 75.9% 58.5% p<0.05

ガウン着⽤ 97.9% 96.9% NS+

分娩介助時の
PPE使⽤

⼿袋着⽤ 100% 100% －
マスク着⽤ 42.1% 20.0% p<0.05
アイプロテクション着
⽤ 12.4% 0% p<0.05

ガウン着⽤ 94.5% 76.9% p<0.05
1 総合病院、産婦⼈科単科の病院
2 診療所、助産所、その他
* chi2 test
+ Two-tail from Fisherʼs exact test



感染症の有無とPPE対応
（n=210）
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PPE設置状況
（n=209）

ある
79%

⼀部
ある

20%

ない
1%

⼿袋 97.4%
マスク 84.6%
アイプロテクション 0%
ガウン 74.4%

*

＊：⼿袋、マスク、アイプロテクション、
ガウンを設置



⾎液・体液曝露経験
（n=210）
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曝露部位（n=203，複数回答）

①⼿・指・腕 96.7%
②顔⾯（⽬と⼝以外） 63.8%
③下肢 49.5%
④⼝周辺・⼝腔内 21.4%
⑤⽬ 19.5%



産婦との関係作りへの影響
（n=210）

影響がある 影響はない どちらとも⾔えない
⼿袋 3.3% 90.0% 6.7%
マスク 11.4% 64.8% 23.8%
アイプロテクション 22.9% 31.9% 45.2%
ガウン 2.4% 91.0% 6.7%



• ⼿袋
⼿袋をしないことが産婦に不快を与える
⇒⼿袋をしないことが産婦の不安を増⼤させる

• マスク
表情が⾒えず不安・恐怖⼼を与える
表情で気持ちを伝えることができない

・アイプロテクション
威圧感を与える
異様な感じがして不快感を与える
産婦に「私は汚いのか？」と思われてしまう気がする

• ガウン
家庭での出産では不釣り合い

影響を与えると思う理由



分娩介助⼿技への影響

10.1 62.0 27.9
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⼿袋の厚みのため指先の感覚が
わかりずらい

ゴーグルで曇る
ゴーグルとマスクにより視野が

狭まる
ゴーグルで視野を遮ることがあった
ゴーグルは暑い
⼿元が⾒にくい
PPEをすべて着けたら異様



⽪膚・粘膜への曝露予防対策の課題
• エピネットB（⽪膚粘膜曝露）報告数は1施設当たり

6~7件/年で経年変化はない。⇒しかし減少もしない。
• 曝露部位は「眼」が多く、経年的に増加傾向にある。
• 標準予防策としてPPE使⽤が必要な場⾯は理解して

いるが、実践との乖離がある。
• 感染症の有無でPPE使⽤を変更している場合がある。
• 必要なPPEが準備されていない。
• PPEを使⽤することで、患者との関係性への影響を⼼

配する。
• PPEによる⼿技への影響


